












































Possibility of University Students as Bearers for the Daily Life Support 
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Abstract：
In this paper, possibility of university students as bearers for the daily life Support discussed through theoretical research 
about community welfare and community-university partnership and experiment in classification of PBL project. The 
analysis reveals that university students are unfit for constructing the daily life support system because of their residential 
area, life rhythm, activities, and so on. However, they have a potential to create and change various bonds in community 
by taking collaborative actions of community and university students. In this viewpoint, university students have 



















年度 40 代以下 50 代 60 代 70 代以上 平均年齢
1994 7.8 28.9 55.9 7.4 60.6 歳
2014 2.3 15.1 60.7 21.9 66.0 歳





















































































































































































































































































































No 地域名 人口 高齢化率 地理的特徴 活動内容 活動年数 参加学生数 活動タイプ 訪問頻度 おもな成果
1 A町 S地区 3,305 人 51.5％ 山間部 観光資源の発掘、学習プログラム開発 1年 7人 短期集中／単一 計 2回
成果報告会（地域への提案）、
モチベーションの向上
2 Y町 5,980 人 36.3％ 沿岸部、山間部
観光資源の発掘、体験型
観光プログラム開発 1年 19 人 短期集中／単一 計 2回
成果報告会（地域への提案）、
モチベーションの向上











































7 F中学校 184 人（生徒数） － 市街地
中学生との協働による中学
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データのうち、1,2,8は 2018 年、3,4,5は 2017 年、6は 2015 年の数値、
参加学生数は延べ人数である。
14　和歌山大学観光学部では、地域側からの提案に基づきプロジェクト
を教員に振り分ける方法で活動を実施。筆者は2017 年度まで同学部
の地域連携業務を担当し、活動提案書を受理（場合によっては修正
を依頼）し、教員に振り分ける役割を担っていた。
15　域学連携にかかるプロジェクト担当者の役割は拙稿（上野山 2017）
において詳述している。
16　当該プロジェクトについては拙稿（上野山 2016a）において詳述して
いる。
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